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●今回出された主な意見
　・北国街道を現代風にした和風のイメージがとても良い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・ガラスが多いと自然の光で館内が明るくなるので良い。
　・ガラスが多いとメンテナンスが心配。
　・結露や空調は大丈夫？日差しの強い日は室温が高くなるのでは？
　　・・・空調については、夏は天窓から夜の冷気を取り込み、館内温度を下げることができます。
　・天井が高いと冷暖房が上に逃げないの？
　　・・・床下吹き出し空調（＊）を検討しています。
　（＊床下の細かい吹き出し口からフロア全体の空気を押し上げて空調する方式。これにより室内温度を均一
　　　に調整することができます）
　・素材は、木など本物の自然素材を使って欲しい。
　　・・・建物の色、素材については、今後の実施設計で話し合っていきます。
　・光を取り入れることと、本への紫外線対策のバランスをうまくとって欲しい。
　　・・・ガラス面へのＵＶフィルムの装着や、本棚の向きなどについて検討していきます。
　・外から中の灯りが見えるのは駅前が明るくなって良い。
　　・・・駅・交流センターへの人の誘導や、防犯上の効果もあると考えられます。
　・外から見えると落ち着かないのでは？
　　・・・外から見えにくい閲覧コーナーなどの工夫も取り入れていきます。
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◆外観デザインのコンセプト（理念）
１．透明性・・施設内の活気ある市民の活動を駅前広場に伝える
２．北国街道の格子のイメージ・・透明性を高める機能と、視 
 線を遮る機能との融合
３．照明エネルギーの低減・・開口部を多く設けることによる、 
 自然光の取り込み
４．風景への溶け込み・・小諸の青空を建物に映しこむことに 
 よる駅前景観への配慮
５．存在感の低減・・駅前に対する圧迫感を、透明性を高める
　　ことにより低減
６．メンテナンス（維持管理）性、機能性をもったデザイン
 開口位置の適切配置、施設利用者への雨よけひさし、施設管 
 理（建物内の死角部分の低減）
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複合交流センターの外観イメージ（案）

建物案の模型

いよいよ交流セン
ターのイメージが
膨らんできたワ!
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視察を行った、各地の図書館の
取り組みを紹介します。

　  富士見町図書館
　富士見町図書館は、人口１人当
たり貸し出し数が、ほぼ同規模の
全国町村の公立図書館で１２年連
続１位だったことが、日本図書館
協会から発表されています。
　館内の閲覧スペースはゆったり

とした空間がとても心地よく、滞在型の図書館として町民をはじ
め、多くの皆さんが利用していました。
　バランスのとれた蔵書や日々の選書もこの図書館にたくさんの
人を集めている理由のひとつです。
　駅に隣接している立地、横に広いフロアなど、計画中の小諸市
複合交流センターと類似している部分も多く、とても参考になり
ました。
　私たちもたくさんの皆さんに利用してもらうために、役に立つ
図書館を目指していきたいと思います。

視察を行った、各地の図書館の
取り組みを紹介します。図書館レポート
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ミニコンサートで歌っていただいたゴスペ
ルシンガーの尾崎久美子さんが、自身のブ
ログで今回のワークショップを紹介してく
ださいました。(一部省略しました)
小諸に学ぶ

　新しい図書館を建設するにあたって、ワーク

ショップにも参加させていただいたのですが、こ

れが素晴らしくて、素晴らしくて！

　そもそもこのワークショップとは、行政が勝手

に建てるのではなく、市民の皆さんの意見も取り

入れながら、行政と、設計事務所と、市民の皆さ

んが、みんなで作っていくという、とても画期的

な取り組みです。

　もちろん、ここまでくるには、いろんなご苦労

があったと思うのですが、でも、こういうことを

やっていることが素晴らしい！行政に対して、ただ

文句を言うのではなく、市が用意してくれたワー

クショップという場にちゃんと参加して、そこで

意見を言い、行政の声もちゃんと聴く姿勢を持っ

ている、市民の皆さんも素晴らしいと思う。そ

こに、設計のプロがちゃんと加わっていることも、

素晴らしい。

　ワークショップには、小中学生も参加していま

した。大人の意見だけでなく、子供の目線から見

た意見も取り入れ、同時に、次の世代を育ててい

ることも、本当に素晴らしいことだと思います。

　できそうで、できないこと。でも、やっている

人達がいること。

　答えを急がないこと。時間をかけて、みんなで

答えを見つけていくこと。1つ1つ向き合っていく

ことの大切さ、本当の意味でみんなで共存してい

くことの大切さ、そして、一人一人が責任を持つ

ことの大切さも教えてくれました。


